
 

第 5次堺市障害者計画・第 8期堺市障害福祉計画・第 4期堺市

障害児福祉計画の策定について 
 

【第 5次堺市障害者計画・第 8期堺市障害福祉計画・第 4期堺市障害児福祉計画の概要】 

○ 令和 6年 3月に一体的に策定した「第 5次堺市障害者計画・第 7期堺市障害福祉計

画・第 3期堺市障害児福祉計画」のうち、「第 5次堺市障害者計画」は令和 8年度が

障害福祉の大きな変化に応じて時点修正を行う年度であり、また、「第 7期堺市障害

福祉計画・第 3期堺市障害児福祉計画」が令和 9年 3月で終期を迎える。 

○ そのため、令和 8年度は、「第 5次堺市障害者計画・第 8期堺市障害福祉計画・第

4期堺市障害児福祉計画」を策定する。 

 

＜第 5次堺市障害者計画＞ 

○ 障害者基本法第 11条に基づき、本市の障害施策の推進に関する基本理念や目標を

示すもの。 

○ 計画期間は、令和 6 年度から令和 11 年度（6 年間）で、令和 8 年度を時点修正の

年度と設定。 

 

＜第 8期堺市障害福祉計画・第 4期堺市障害児福祉計画＞ 

○ 障害者総合支援法第 88条第 1項及び児童福祉法第 33条の 20第 1項に基づき、障

害福祉サービス及び障害児通所支援等の提供に係る成果目標等を定めるもの。 

○ 計画期間は、令和 9年度から令和 11年度（3年間）。 

 

 

【障害者手帳所持者数の状況】 

○ 令和 7年度末時点の障害者手帳所持者数総計は 57,756人で、増加し続けている。 

○ 障害種別では、身体障害者手帳所持者数は減少傾向、療育手帳及び精神障害者保健

福祉手帳所持者数は増加傾向が続いている。 
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【計画策定の考え方】 

○ 基本理念、基本方針、施策の展開等の骨格部分及び構成は維持する。 

○ 障害者を取り巻く現状については、障害者数や近年の国の動向等、最新の情報に更

新する。 

○ 障害福祉サービス及び障害児通所支援等の提供に係る成果目標等は、令和 8 年 3

月末に告示された国の基本指針及び同年 6 月末通知される大阪府の基本的な考え方

に基づき策定する。 

○ なお、国の基本指針について、前回の告示から主な相違点として、サービスの整備

数や利用者数中心から機能の実行性の重視、また監査等の実行性の強化によるサー

ビスの質の向上が掲げられている。 

○ 計画の策定に当たっては、障害者施策推進協議会（障害者やその家族、障害福祉関

係者、学識経験者等で構成）にてご意見をうかがいながら進める。 

 


